
「小田急線町田駅の東側交叉路『太万山古墳跡』切通し風景J三橋国民

戸
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小田急線町田駅の

東側交叉路

「太刀山古墳跡」

切通し風景
三橋園民

解説/町田駅東側に隣接している

交叉路(マクドナルド・マルカワジー

ンズ・銀行)上にあるマンホールの鉄

蓋は、この稽の手前、犬のいるところ

に当たる。

ほんの八十年前には、赤土の切通し
たち

がある雑木林だった。昔から「太万
やま

山jと呼ばれ、子供達には兵隊こ♂っこ

をする格好の丘でもあった。戦後(昭

和30年頃)開発で切通しが崩された

とき、交叉路に大穴が聞いたと、文化

財委員会に知らせがあった。駆けつ

けたが既に大穴はブルドーザーで跡

形も無く壊され、出土したらしい金環

も持ち去られていた。この時点で「太

万山J1500年のロマンは、あえなく清

えた。
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平成18年度の総括を語る八木会長。

ご
高
承
の
と
お
り
町
田
法
人
会
は
、
東

京
国
税
局
長
の
許
可
を
受
け
た
公
益
法
人

で
あ
り
、
平
素

〈健
全
な
経
営
・
正
し
い

納
税
・
そ
し
て
社
会
貢
献
〉
を
主
要
な
テ
ー

マ
に
活
動
し
て
い
る
団
体
で
す
。

近
年
は
各
法
人
会
と
も
社
会
貢
献
活
動

に

一
層
力
を
注
い
で
お
り
、
町
田
法
人
会

も
平
成
日
年
、
町
田
市
に
寄
贈
し
た
石
造

彫
刻
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
周
辺
の
原
町
田
大
通

り

〈都
道

3
・
4
・
日
号
線
〉
に
於
い
て
、

東
京
都
と
の
協
定
の
も
と
毎
月

2
回
の
清

掃
活
動
を
実
施
し
て
既
に

5
年
目
に
入
っ

て
お
り
ま
す
。

昨
年
こ
の
こ
と
、
が
評
価
さ
れ
、

8
月
刊

日
の

〈道
の
日
表
彰
〉
で
は
東
京
都
建
設

局
長
よ
り
表
彰
の
栄
誉
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
東
法
連
ニ
ュ
ー

ス
や
マ
ス
コ
ミ
な
ど
に
も
取
り
上
げ
ら
れ

町
田
法
人
会
の
活
動
を
広
く
認
知
し
て
も

ら
う
良
い
機
会
を
得
る
こ
と
が
出
来
ま
し

た
。こ

の
他
に
町
田
法
人
会
で
は
、
福
祉
パ

ザ
l
、
チ
ャ
リ
テ
ィ

l
ゴ
ル
フ
大
会
で
得

た
収
益
金
を
社
会
貢
献
活
動
の
諸
事
業
に

活
用
し
て
お
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
社
会

貢
献
活
動
は
法
人
会
が
今
後
と
も
公
益
法

人
と
し
て
活
動
を
続
け
て
い
く
上
で
益
々

重
要
な
も
の
に
な
っ

て
い
く
と
考
え
て
い

ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
私
ど
も
は
様
々
な
活
動

を
通
じ
て
法
人
会
の
主
旨
に
賛
同
さ
れ
る

方
々
と
共
に
こ
れ
か
ら
も
健
全
な
納
税
者

八
木
会
長
挨
拶
要
旨

の
団
体
と
し
て
社
会
に
貢
献
し
て
参
り
た

い
と
存
じ
ま
す
。
中
小
企
業
の
経
営
は
、
内

需
の
景
気
に
依
存
し
て
い
る
こ
と
か
ら
激

し
い
競
争
の
中
で
厳
し
い
経
営
を
強
い
ら

れ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で

こ
そ
、
す
ば
ら
し
い
仲
間
と
出
会
い
、
人
間

関
係
を
築
け
る
こ
と
が
経
営
者
と
し
て
成

長
さ
せ
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
感
じ
ま
す
。

本
日
は
こ
の
総
会
の
あ
と
懇
親
会
を
予

定
し
て
お
り
ま
す
。
皆
様
の
交
流
の
場
と

し
て
ど
う
ぞ
ご
ゆ
っ
く
り
ご
歓
談
頂
き
ま

す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
会
員
各
位
の

ご
事
業
の
ご
発
展
と
ご
参
会
の
皆
様
の
ご

健
勝
を
心
か
ら
祈
念
申
し
上
げ
私
の
挨
拶

と
致
し
ま
す
。

N 0 . 9 1 法人会報3 ・ 町 閏



ご来賓としてご挨拶を頂戴しました。
(左から 町田税務署の田口(前)署長、八主子都税事務所の北村副所長、町田商工会議所の平本会頭、東京税理士会の鈴木(前)町田支部長)

平成18年度の収支(抜粋) 機機幾幾重機臓機織鰍綴議議!擬事襲撃機機織襲警艶議機

(単位:円) E重量投資活動収支の部

1.投資活動収入

投資活動収入計 O O 

I輸事業活動収支の部 2.投資活動支出

1.事業活動収入 特定資産取得支出 2，000，000 2，000，000 

基本財産運用収入 1，000 2，301 投資活動支出計 2，000，000 2，000，000 

d会幹』

費 収 入 35，200，000 35，473，400 投資活動収支差額 ー2，000，000 2，000，000 = 
事 業 ~3( 入 12，600，000 11，583，256 

補助金収入 4，621，800 4，591，800 E鶴財務活動収支の部

推進費収入 7，216，800 7，228，430 1.財務活動収入

雑 ~3( 入 1，479，600 1，352，175 財務活動収入計 O O 

繰入金収入 541，250 673，742 2.財務活動支出
事業活動収入計 61，660，450 60，905，104 財務活動支出計 O O 

2.事業活動支出 財務活動収支差額 O O 

事 業 費 34，609，000 30，973，704 
d会、

議 費 2，110，000 1，463，260 町署襲予備費支出
2コc

管 玉里 費 27，630，000 27，190，699 予備費支出計 1，932，562 

法人税等引当金繰入 230，000 209，300 

繰入金支出 541，250 673，742 

事業活動支出計 65，120，250 60，510，705 

事業活動収支差額 -3，459，800 394，399 

平成18年度から導入した新公益法人会計基準は、一般の会計原則に近い表示にしたものです。総会の議案

書では、公益会計と収益特別会計に分けていましたが¥会報では誌面の都合によりまとめて表記しています。

今後は事業内容を精査し公益事業割合を高め、「公益社団法人jの認定を目指すことになります。
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町
村
日
以

内
科

N
M対日嗣

ぬ吋
Eggs-
…

警護27鶴

公|翠

華|成
人119
製|霊
童Id)
E|事
仔|業;
埜|計
霊|圏

雲|歪
貝ゆ亭

主18
花|要

平
成
叩
年
度
で
は
、
公
益
法
人
制
度
改
革
に

伴
い
公
益
活
動
に
関
す
る
法
令
が
整
備
さ
れ
て

き
て
い
ま
す
。
法
人
会
の
事
業
内
容
も
よ
り
精

査
し
、
公
益
事
業
の
割
合
を
高
め
る
一
方
、
活
動

を
支
え
る
財
政
面
で
の
手
当
て
も
求
め
ら
れ
て

い
ま
す
。
こ
の
バ
ラ
ン
ス
を
と
り
、
「
公
益
社
団
法

人
」
の
認
定
を
目
指
す
こ
と
に
な
り
ま
す
。

右
の
円
グ
ラ
フ
は
平
成
叩
年
度
の
予
算
を
項

目
別
に
ま
と
め
た
も
の
で
す
。
予
算
の
総
額
は

6
5
4
6
万
円
。
前
年
対
比
で
抑
万
円
の
減
額

雑収入・繰入金収入・繰越収支差額など

11.59% 7，585，311円

会費収入

52.7% 
34，500，000円

に
な
り
ま
し
た
。

会
員
数
の
減
少
に
伴
う
会
費
収
入
は
刊
万

円
を
減
額
。
ま
た
事
業
収
入
は
削
万
円
を
下
方

修
正
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
叩
年
度
の
事
業
実
績

か
ら
考
慮
さ
れ
た
も
の
で
、
同
様
に
事
業
費
も

修
正
し
て
い
ま
す
。

事
業
活
動
支
出
で
は
、
事
業
費
で
抑
万
円
減

少
し
ま
し
た
。
最
も
大
き
な
変
更
点
は
広
報
関

係
の
費
用
で
、
全
法
連
発
行
の
会
報
〈ほ
う
じ

ん
〉
が
季
刊
化
と
フ
リ
ー
ペ
ー
パ
ー
に
変
更
し
た
こ

と
に
よ
り
、
大
幅
に
減
少
し
て
い
ま
す
。
次
に
地

監
査
報
告
は
島
野
監
事
。

区
会
活
動
費
と
部
会
活
動
費
が
大
き
く
変
っ
て

い
ま
す
が
、
事
業
収
入
の
減
額
と
同
様
に
、
叩
年

度
の
実
績
で
評
価
し
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
会
員
を
対
象
と
し
て
き
た
諸
事
業

も
、
公
益
事
業
の
割
合
を
高
め
る
た
め
に
社
会
一

般
ヘ
公
開
す
る
こ
と
を
検
討
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
が
、
活
動
の
諸
費
用
を
会
費
で
賄
っ
て
い

る
会
で
あ
る
以
上
、
こ
れ
ま
で
以
上
に

〈会
員

サ
ー
ビ
ス
〉
の
質
的
向
上
を
図
っ
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
引
き
続
き
会
員

の
皆
様
に
直
接
お
届
け
す
る
研
修
会
や
交
流
会

な
ど
の
ご
案
内
の
ほ
か
、
法
人
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
も
ご
注
目
く
だ
さ
い
。

特定預金取得支出

・繰入金支出・法人税など

7.42% 4，858，911円

町田法人会ホームページ

h社p://www.hojinkai-machida.or.jp
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役
員
選
考
特
別
委
員
長
を
担
当
さ
れ
た

八
木
税
制
委
員
長
か
ら
、
理
事
・

監
事
選

考
の
経
過
報
告
と
提
案
が
お
こ
な
わ
れ
ま

I
レ
れ
ん

。

役員選考の経緯を説明する八木さん。

役
員
選
考
の
経
緯
は
、

〈役
員
等
の
改

選
に
関
す
る
内
規
〉
に
基
づ
き
、
公
正
か

っ
明
瞭
を
期
す
観
点
か
ら
、
昨
年
目
月
初

日
開
催
の
理
事
会
に
於
て

〈役
員
選
考
特

別
委
員
会
〉
を
設
置
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、

特
別
委
員
会
を
開
催
す
る
と
共
に
地
区
会

の
意
向
を
尊
重
し
、
各
地
区
会
よ
り

2
名

の
推
薦
と
会
長
推
薦
枠
、
そ
し
て
部
会
推

薦
を
加
え
る
却
名
の
理
事
と

3
名
の
監
事

候
補
者
を
内
定
し
ま
し
た
。
内
定
し
た
候

補
者
に
つ
い
て
は
、

3
月
凶
日
及
び

4
月

却
日
に
開
催
し
た
理
事
会
に
付
議
し
た

上
、
今
総
会
に
提
案
し
た
旨
を
説
明
。
候

補
者
名
を
読
み
上
げ
ま
し
た
。

尾雪八受
辻芸木裏

長

要

八
木
食
品
産
業
側

併

側
電
巧
舎

-
副
会
長
、総
務
委
員
長

田

中

栄

側
相
武
冷
凍
セ
ン
タ
ー

-
副
会
長
、組
織
委
員
長

金

子

仙

太

郎

側
セ
ん
・
カ
ネ
コ

.
副
会
長
、税
制
委
員
長

八

木

祥

寿

側
マルカワ

・
副
会
長
、
研
修
委
員
長

杉

浦

信

男

側
中
野
屋

・
専
務
理
事
、事
務
局
長

守

屋

仁

制
町
田
法
人
会

・
常
任
理
事
、
原
町
田
第
一
地
区
会
長

細

野

敏

雄

同
和
多
屋

-
常
任
理
事
、
原
町
田
第
二
地
区
会
長

束

篠

実

側
マツヤマ

-
常
任
理
事
、森
野
地
区
会
長

西
山
重
基
西
山
開
発
附

・
常
任
理
事
、中
町
地
区
会
長

牧

野

正

岡
T
N
T
タ
ウ
ン
ツ
ア
ー
ズ

.
常
任
理
事
、旭
町
地
区
会
長

田

中

利

明

附
田
中
食
器
厨
房

.
常
任
理
事
、学
園
・
大
谷
地
区
会
長

議

野

利

彦

岡
市
慨
野
商
会

.
常
任
理
事
、本
町
田
地
区
会
長

松

浦

正

行

制
丸
工
務
庖

-
常
任
理
事
、金
森
・
高
ヶ
坂
地
区
会
長

青

柳

義

昭

附
東
京
綜
合
造
園

-
常
任
理
事
、厚
生
委
員
長
、成
瀬
第
一
地
区
会
長

木

目

田

邦

夫

側
あ
る
け
い
総
業

-
常
任
理
事
、成
瀬
第
二
地
区
会
長

堀

江

雅

樹
ほりえ

・
常
任
理
事
、
小
川
・
つ
く
し
野
地
区
会
長

久

保

田

功

伺
ア
イ
ケ
|

-
常
任
理
事
、
鶴
間
地
区
会
長

押

田

光

男

同
押
田
産
業

・
常
任
理
事
、
鶴
川
第
一
地
区
会
長

近

藤

正

孝

岡
大
黒
屋

-
常
任
理
事
、
鶴
川
第
二
地
区
会
長

石

川

一
郎

同
石
川
工
務
庖

・
常
任
理
事
、
鶴
川
第
三
地
区
会
長

小

川

泰

司

伺
泰

尚

-
常
任
理
事
、
忠
生
・
山
崎
地
区
会
長

若

林

敏

朗

側
協
栄
ス
イ
ミ
ン
グ
さ
フ
ブ
町
田

・
常
任
理
事
、
忠
生
西
地
区
会
長

石

川

光

男

側
協
和
精
密
工
業

・
常
任
理
事
、
木
曽
地
区
会
長

大

野

健

一

側

イ
ン
テ
リ
ア
オ
オ
ノ

.
常
任
理
事
、
相
原
地
区
会
長

中

島

祐

治

制
中
島
工
務
庖

・
常
任
理
事
、
小
山
地
区
会
長

鈴

木

賢

一

同

鈴
木
造
花
庖

• 6 N 0 . 9 1 人会報j去国町
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内
科
社
社
HUM

η
1
5
5
5
5い

奇襲

1け
り

号
j
L

奪第21語審

-
常
任
理
事
、
広
報
委
員
長
、
l
T
特
別
委
員
長

三
橋
信
介
側
宝
永
堂

-
常
任
理
事
、
社
会
貢
献
委
員
長
、
総
務
副
委
員
長

村

松

欄

敏

嗣
煎
茶
屋

-
理
事
、
総
務

副
委
員
長

木
目
田
賢
市
岡
サ
ン
シ
テ
ィ

-
理
事
、
総
務
副
委
員
長

大
川
敏
行
大
川
自
動
車
硝
子
側

・
理
事
、
組
織
副
委
員
長

近

藤

正

士

側
近
藤
油
庖

・
理
事
、
組
織

副
委
員
長

山
口

正
附
ヤ
マ
グ
チ

.
理
事
、
組
織
副
委
員
長

畠
山

初

美
樹
畠
山
印
刷
社

-
理
事
、
組
織
副
委
員
長

内

田

孝

側

ウ

チ

タ

.
理
事
、
税
制
副
委
員
長

中

溝

一
雄

同
中
溝
洋
品
庖

・
理
事
、
税
制
副
委
員
長

植
木
一
弘
側
弘
文
堂

.
理
事
、
研
修
副
委
員
長

山
下

守

雄

岡

山
下
産
業

・
理
事
、
研
修
副
委
員
長

平

本

埠

一

町
田
音
響
附

・
理
事
、
研
修
副
委
員
長

雨

宮

淳

附
タマパーク

-
理
事
、
厚
生
副
委
員
長

真
鍋
清
賓
伺
マ
ナ
ベ
文
具

・
理
事
、
厚
生
副
委
員
長

八

木

和

夫

伺

ポ

プ

ラ

総

業

.
理
事
、
広
報
副
委
員
長

若

林

章

附

若

林

工
務
庖

・
理
事
、
広
報
副
委
員
長

豊

田

純

一

ユ
タ
カ
電
気
附

-
理
事
、
社
会
貢
献
副
委
員
長

堤

嘉

彦

側

堤

ビ

ル

-
理
事
、
社
会
貢
献
副
委
員
長

川
島

捷

徳

伺

川
田
屋

・
理
事
、
源
泉
部
会
長

大
沢
秀
孝
日
本
化
工
機
材
側

・
理
事
、
青
年
部
会
長
、
組
織
副
委
員
長

志
水
哲
也
岡
三
和
住
建

-
理
事
、
女
性
部
会
長
、
組
織
副
委
員
長

青

戸

栄

子

同

青

戸

商

店

-
監
事

木
目
田

7G 

同
し
ん
ざ
か
や

林聖
事

昭
平

岡
林
商
庖

池空
田署

博

伺
池
田
工
務
庖

大勢の会員の皆さんが懇親会に参加しました。(乾杯の瞬間)
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懇親会では和やかに。
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れ
日
M
M
H
M
M

丹
け
け
は
け
り

号

l
L

れ

1
3
M
W

鈴
g
f
ι

瑠

φ
勝

間
郎
通
総

組
織
強
化
功
績
表
彰

平
成
時
年
度
組
織
強
化
功
績
表
彰
者
名
簿

平
成
同
年
度
中
に
会
員
増
強
に
尽
力
さ

れ
た
印
名
を
代
表
し
て
久
保
田
功
氏
に
感

謝
状
と
記
念
品
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

青

島

清

泰

久

保

田

功

木
目
田
邦
夫

石
川

一
郎

石

坂

孝

幸

磯

野

利

彦

内

田

孝

斎

藤

孝

夫

井

上

忠

雄

押

田

光

男

小
原
沢
正
次

小

川

尚

孝

塚

本

好

明

川

島

捷

徳

原

雄

三

横

山

智

和

坂

本

敏

信

伺
ア
ー
バ
ン
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ

岡
ア
イ
ケ
|

側
あ
る
け
い
総
業

倒
石
川
工
務
庖

伺
石
坂
商
会

同
磯
野
商
会

側
ウ
チ
ダ

伺
エ
ス
・
ビ
|
-
工
ム

伺
扇
屋

倒
押
田
産
業

同
小
沢
工
業
所

側
オ
リ
ン
ピ
ア

同
カ
|
レ
ス
キ
ュ
ー
塚
本

側
川
田
屋

岡
京
南

ケ
イ
・
工
ム
・

シ
ー

坂
本
通
信
欄

~‘岡 山，

w 社団
江

成

勝

敏

津

井

茂

男

木
目
田
賢
市

志

水

哲

也

鈴

木

賢

一

村

松

調

敏

近

藤

正

孝

牧

野

正

村

田

稔

側
さ
く
ら
建
物

M

間
違
井

同
サ
ン
シ
テ
ィ

側
三
和
住
建

伺
鈴
木
造
花
庖

倒
煎
茶
屋

倒
大
黒
屋

側
タ
ウ
ン
ツ
ー
リ
ス
ト

附
タ
ナ
ベ
管
財

会員増強に活躍された皆さんに感謝。感謝状は代表で、久保田功氏へ贈られました。

細 吉 義 豊 小増村村松八 真 村東八 三 平 林 高 畠 中 青 尾堤根
野川需田川田野田浦木鍋野篠木橋田 石山島柳辻 田

敏忠智純泰静豊 正祥清 嚢 和 信 哲 昭 恭 初 祐 義 嘉修
雄作子 一 司江明久行寿賓司実夫介弘平成美治昭鮮彦 一

タ
マ
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
側

側
堤
ビ
ル

側
電
巧
舎

附
東
京
綜
合
造
園

側
中
島
工
務
庖

倒
畠
山
印
刷
社

側
ハ
ナ
ビ
シ
タ
カ
イ
シ

伺
林
商
庖

同
平
田
薬
品

側
宝
永
堂

同
ポ
プ
ラ
総
業

側
マ
ツ
ヤ
マ

同
町
田
園
芸

伺
マ
ナ
ベ
文
具

側
マ
ル
カ
ワ

側
丸
工
務
庖

岡
村
田
事
務
所

岡
村
野
製
作
所

モ
リ
マ
チ
ス
ポ
ー
ツ
側

岡
泰
尚

ユ
タ
カ
電
気
附

義
煎
自
動
車
商
事
側

吉
川
産
業
側

伺
和
多
屋

• 8 町田法人会報 N 0 . 9 1 



4詰

2
月
6
目
、
ザ
・
工
ル
シ
ィ
町
田
で
恒

例
の
「
新
春
の
集
い

2
0
0
7
」
が
開
催
さ

れ
、
町
田
税
務
署
長
田
口
雄
氏
に
よ
り
「
い

ま
、
『税
を
考
え
る
』
と
は
j
亥
年
、
い
い

年
、
そ
し
て
・・・
」
と
題
す
る
講
演
を
頂
き
ま

し
た
。

田
口
署
長
自
ら
が
作
成
さ
れ
た
パ
ソ
コ

ン
画
像
を
映
し
出
し
、
法
人
会
の
活
動
を

織
り
交
ぜ
な
が
ら
の
大
変
わ
か
り
や
す
い

お
話
で
し
た
。
講
演
の
要
旨
は
次
の
と
お

り
で
す
。

固
の
財
政
の
状
況

現
在
国
の
歳
出
は
剖
兆
円
、
そ
の
内
訳

は
①
社
会
保
障
・
文
教
・
公
共
事
業
が
必
兆

円、
②
国
債
費
、
が
凶
兆
円
、
③
地
方
交
付
税

交
付
金
が
凶
兆
円
で
す
。
①
の
う
ち
、
社
会

保
障
関
係
費
が
幻
兆
円
で
国
債
費
同
様
、

歳
出
全
体
の

4
分
の
ー
を
占
め
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。

一
方
、
歳
入
の
内
訳
は
①
租
税
・
印
紙
収

入
が
必
兆
円
、
②
公
社
債
収
入
(
借
金
)
が

初
兆
円
で
す
。
公
債
残
高
は
四
兆
円
に
の

ぼ
り
、
こ
れ
は
税
収
の
ロ
年
分
に
相
当
し
、

子
ど
も
や
孫
の
世
代
に
先
送
り
し
な
い
財

政
の
確
立
が
急
務
と
な

っ
て
い
ま
す
。

経
済
社
会
の
変
化

日
本
人
が
誇
る
世
界

一
は
?
平
均
寿
命

幻
年
連
続
世
界
ト

ッ
プ
(
女
性
部
・
却
歳
、

男
性
花
・日
歳
)
。
こ
の
超
高
齢
化
と
少
子

化
は
、
日
本
の
人
口
構
成
に
急
激
な
変
化

を
も
た
ら
し
て
い
ま
す
。
現
在
、
総
人
口
に

占

め

る

侃

歳

以

上

は

却

・
7
%
で
、

2
0
2
5年
に
は
お
・

7
%
、
2
0
5
0
年

に
は
あ
・

7
%
に
な
る
と
試
算
さ
れ
て
い

N 0 . 9 1 法人会報回町9・



ま
す
。
ま
た
総
人
口
も

一
昨
年
を
ピ

l
ク

に
減
少
に
転
じ
、
今
世
紀
半
ば
に
は

9
千

万
人
を
割
る
と
云
わ
れ
て
い
ま
す
。

と
こ
ろ
で
、
高
齢
者
と
は
何
歳
を
い
う

の
で
し
ょ
う
。
日
歳
以
上
を
高
齢
者
と
い

い
、
総
人
口
の
7
%
を
超
え
た
ら
『高
齢
化

社
会
』
と
さ
れ
る
と
、
日
年
前
に
国
連
で
規

定
さ
れ
て
い
ま
す
。
日
本
の
場
合
は
現
在

で
も
却
%
を
超
え
て
い
ま
す
の
で
、
「
超
高

齢
化
社
会
」
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。

こ
の
ほ
か
、
働
き
方
の
多
様
化
に
よ
り
、

正
規
社
員
の
減
少
・
非
正
社
員
の
増
加
H

日
本
型
雇
用
慣
行
の
揺
ら
、ぎ
が
生
じ
て
い

ま
す
。
-
』
れ
と
併
せ
て
、
家
族
の
か
た
ち
も

多
様
化
し
、
夫
婦
と
子
ど
も
世
帯
の
非
標

準
化
H
夫
婦
の
世
帯
や
単
独
世
帯
の
増
加

と
な
っ
て
現
れ
て
い
ま
す
。

パ
、
プ
ル
経
済
の
崩
壊
に
よ
り
、
右
肩
上

が
り
の
経
済
が
終
駕
し
、
大
幅
な
「
量
的
拡

大
」
が
期
待
で
き
な
い
時
代
と
な

っ
て
い

ま
す
。
-」
の
た
め
、
歳
入
の
見
直
し
は
税
制

に
も
大
き
な
影
響
を
与
え
て
い
ま
す
。

財
務
行
政
の
現
状
と

対
応
策

財
務
行
政
の
四
本
柱
は
、
①
広
報
・広

聴、
②
相
談
、
③
指
導
、
④
調
査
で
す
が
、
根

底
に
は
納
税
者
サ
ー
ビ

ス
の
向
上
が
あ
り

ま
す
。

我
々
を
取
り
巻
く
環
境
の
変
化
で
す

が
、
申
・告
者
数
の
増
加
、
定
員
(
職
員
数
)
増

加
の
困
難
化
、
課
税
・
徴
収
事
務
の
複
雑
困

難
化
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
こ
れ
ら
の
対
応

策
と
し
て
、
確
定
申
告
に
お
け
る
白
書
申

告
の
推
進
と
相
談
体
制
の
強
化
、
国
税
庁

H

P
の
活
用
(
納
税
者
利
便
性
の
向
上
)
、

内
部
事
務
・課
税
徴
収
事
務
の
見
直
し
を

進
め
て
お
り
ま
す
。
そ
し
て
、
更
な
る

I
T

化
の
推
進
と
し
て
、
現
在

e
'
T
a
x
の
利

用
拡
大
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

最
後
に
本
年
は
、
亥
年
で
す
。
「
亥
(
猪
)
」

は
勇
気
と
官
険
を
意
味
す
る
そ
う
で
す
。

そ
こ
で
新
た
な
こ
と
を
始
め
る
き

っ
か
け

と
し
て
、
亥
年
、
い
い
年
、

e
'
T
a
x
。
皆

様
の
ご
健
勝
ご
多
幸
と
ご
事
業
の
ま
す
ま

す
の
ご
繁
栄
を
心
か
ら
お
祈
り
申
し
あ
げ

ま
す
。

10 • N 0 . 9 1 会報人法田町

「亥年・いい年、e-TaxJ聴講者も盛り上がっていました。



新

しグ
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第二部の懇親会では、

石阪市長からもご来賓の挨拶を頂戴しました。

各テーブルでは地域ごとや部会ごと、

あるいは気の合う者同士で

懇談の輪が広が‘っていました。



のAfA
、
ν

区ゃ
一

山
山

I
I
J
 

南
地
区
パ
ス
研
修

「
由
比
宿
散
策
と

御
殿
場
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
」

前
日
の
雨
も
す
っ
か
り
あ
が
り

2
月
と

は
思
え
な
い
穏
や
か
な
気
候
に
恵
ま
れ
た

幻
目
、
南

4
地
区
の
パ
ス
研
修
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

前
方
に
雪
化
粧
し
た
雄
大
な
富
士
山
が

出
迎
え
て
く
れ
た
頃
、
車
中
で
は
皆
税
金

ク
イ
ズ
に
真
剣
に
取
組
ん
で
い
ま
し
た
。

間
も
な
く
パ
ス
は
富
士
信
仰
の
中
心

〈富

士
山
本
宮
浅
間
大
社
〉
に
到
着
、
各
自
思

い
を
秘
め
参
拝
。
社
殿
を
廻
る
と
富
士
の

湧
き
水
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
美
味
し
い
水

を
ペ

ッ
ト
、ボ
ト

ル
に
入
れ
次
の
目
的
地

へ
。ガ

イ
ド
さ
ん
の
説
明
に
耳
を
傾
け
、
い

に
し
え
の
東
海
道
を
旅
し
た
気
分
で
和
気

あ
い
あ
い
と
由
比
宿
に
到
着
。
〈
ゆ
い
桜

え
び
館
〉
で
は
名
物
。桜
え
び
づ
く
し
。
の

昼
食
を
頂
い
た
あ
と
、

三
々
五
々
、
本
陣

公
園
、
広
重
美
術
館
な
ど
由
比
宿
の
名
所

へ
と
散
策
へ
出
か
け
て
ゆ
き
ま
し
た
。
次

の
久
能
山
で

は
石
垣
の
聞

に
栽
培
し
て

い
る

。
石
垣

い
ち
ご
食
べ

放
題
。
で
皆
大
満
足
・
:

最
終
目
的
地
は
東
洋

一
と
言
わ
れ
て
い

る
テ

l
マ
パ

l
ク
御
殿
場
高
原
〈時
の
栖
〉

へ

om万
球
の
光
の
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
、

今
年
の
テ

l
マ
は
。愛
。。

皆
カ
メ
ラ
を
片

手
に
制

m
の
光
の
中
に
吸
い
込
ま
れ
る
よ

う
に
入
っ
て
い
き
、
ど
こ
ま
で
も
続
く
幻

想
的
な
光
の
ト
ン
、不
ル
に
思
わ
ず
感
動
し

ま
し
た
。

帰
路
の
車
中
で
は
税
金
ク
イ
ズ
の
上
位

解
答
者
に
、
地
区
会
長
の
ご
好
意
で
賞
品

が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。
日
間
中
9
問
正
解

が
最
高
で
し
た
が
「
難
し
か
っ
た
」
と
い

う
声
も
あ
り
ま
し
た
。
天
候
に
恵
ま
れ
事

故
も
な
く
楽
し
い

一
日
を
過
ご

し
ま
し

た
。
次
回
も
積
極
的
に
参
加
で
き
る
企
画

を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

(
吉
田

き
か
え
)
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鶴
川
第
二
地
区
パ
ス
研
修

明丸
子
梅
固
と
焼
津
会
席
料
理
」
一i

斗
~
¥
ハ
い

L
W
や

陶

J

3
月
3
日
、
総
勢
初
名
の
参
加
者
で
今

年
度
最
後
の
パ
ス
研
修
会
を
実
施
し
ま
し

た
。
最
初
に
静
岡
の
丸
子
梅
園
を
見
物
。

暖
冬
の
影
響
で
散
っ
て
い
る
木
も
あ
り
ま

し
た
が
、
園
、
王
さ
ん
の
案
内
で
数
々
の
梅

を
楽
し
く
見
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

朝
は
曇
り
気
味
で
し
た
が
当
地
区
会
の

日
頃
の
行
い
が
良
い
よ
う
で
、
お
昼
く
ら

い
に
は
晴
天
に
な
っ
て
き
た
と
こ
ろ
で
、

焼
津
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
に
到
着
。
駿
河
湾

の
魚
を
中
心
と
し
た
会
席
料
理
を
頂
き
、

皆
さ
ん
大
満
足
だ
っ
た
よ
う
で
す
。
そ
し

て
焼
津
魚
セ
ン
タ
ー
で
は
パ
ス
の
ト
ラ
ン

ク
に
入
り
き
れ
な
い
く
ら
い
の
大
漁
と
な

り
ま
し
た
。

次
の
江
間
イ
チ
ゴ
狩
り
に
行
く
車
中
、

頭
の
運
動
と
眠
気
覚
ま
し
に
税
金
ク
イ
ズ

を
し
ま
し
た
。
鶴
川
第
二
地
区
オ
リ
ジ
ナ

ル
の
問
題
で
し
た
が
、

8
問
正
解
が

4
1

5
名
で
ほ
と
ん
ど
の
人
が

5
間
以
上
は
正

解
し
て
い
る
よ
う
で
し
た
。

江
間
の
い
ち
ご
は
質
も
味
も
良
く
、
沢

山
頂
き
帰
途
に
着
き
ま
し
た
。
予
定
よ
り

却
分
ほ
ど
遅
れ
ま
し
た
が
無
事
帰
る
こ
と

が
出
来
、
皆
さ
ん
に
楽
し
い
一
日
を
過
ご

し
て
頂
き
ま
し
た
。

(
石
川

一
郎
)

会席料理に大満足。鶴川第二地区の皆さん。

小
山
地
区
パ
ス
研
修

「
真
岡
線
S
L
と

‘
ヘ

日
本
一
の
え
び
す
様
」
，

L

m

¥

ア
い

民

学

令

官

3
月
日
日
あ
い
に
く
の
雨
模
様
の
中
、

朝
7
時
に
小
山
を
出
発
。
日
曜
と
い
う
こ

と
も
あ
り
東
名
も
首
都
高
も
順
調
に
進

み
、
東
関
道
に
入

っ
た
と
こ
ろ
で
税
金
ク

イ
ズ
を
始
め
ま
し
た
。
行
き
先
の
栃
木
県

に
関
す
る
出
題
も
あ
り
、
難
問
ば
か
り
で

し
た
が

7
1
8
問
正
解
さ
れ
る
方
が
多
数

お
ら
れ
ま
し
た
。

今
回
の
目
玉
は
栃
木
を
走
る
真
岡
鉄
道

の
S
L
乗
車
で
す
。
始
発
の
下
館
駅
に
は

余
裕
を
持
っ
て
到
着
し
た
の
で
、
写
真
を

撮
っ
た
り
昭
和
8
年
製
の
蒸
気
機
関
車
を

覗
い
た
り
、
皆
童
心
に
帰
っ
て
乗
車
を
待

ち
ま
し
た
。
同
年
ぶ
り
に

S
L
に
乗
る
方

や
お
子
様
が
多
数
参
加
し
て
く
れ
た
の

で
、
年
齢
層
の
幅
も
広
が
り
そ
れ
ぞ
れ
に

楽
し
ん
で
い
た
よ
う
で
す
。

日
分
ほ
ど
乗
車
し
て
益
子
駅
で
下
車
、

先
回
り
し
て
い
た
パ
ス
に
乗
り
換
え
て
益

子
焼
窯
元
共
販
セ
ン
タ
ー
の
駐
車
場
へ
入

N 0 . 9 1 人 会報j去回町13・



る
と
、
そ
こ
に
は
家
の
屋
根
を
越
す
ほ
ど

の
大
き
な
タ
ヌ
キ
の
焼
き
物
、が
大
き
な
腹

を
出
し
て
お
出
迎
え
。
お
昼
は
宇
都
宮
鮫

子
な
ど
の
バ
イ
キ
ン
グ
で
自
分
の
お
腹
も

パ
ン
パ
ン
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

大きなタヌキの焼き物にビ.ックリ!小山地区会の皆さん。

小
山
地
区
会
の
皆
さ
ん
の
日
頃
の
行
い

が
良
い
せ
い
か
、
朝
か
ら
降

っ
て
い
た
雨

も
説
子
へ
着
く
頃
に
は
あ
が
り
始
め
、
昼

食
後
の
窯
元
周
辺
散
策
の
頃
に
は
そ
れ
ま

で
の
空
模
様
が
う
そ
の
よ
う
に
晴
れ
渡

り
、
皆
思
い
思
い
の
焼
き
物
を
買
い
求
め

た
後
〈外
池
酒
造
〉
へ
向
か
い
ま
し
た
。

酒
造
り
の
話
を
伺
い
な
が
ら
日
光
連
山

の
伏
流
水
を
使
っ
た
純
米
酒
を
堪
能
し
ま

し
た
。
そ
こ
か
ら
数
分
で

J
A
芳
賀
の
い

ち
ご
狩
農
園
に
到
着
。
バ
イ
キ
ン
グ
の
後

な
の
に
印
個
以
上
も
食
べ
た
方
も
数
人
お

り
、
そ
の
別
腹
に
感
銘
し
つ
つ
甘
い
栃
木

の
い
ち
ご
に
皆
さ
ん
大
満
足
の
よ
う
で
し

た
。デ

ザ
ー
ト
の
後
は
ま
た
ま
た
叩
分
程
度

で
息
つ
く
暇
も
な
く
、
骨
董
市
で
賑
わ
う

大
前
神
社
の
〈
日
本
一
の
え
び
す
様
〉
を
参

拝
。
帰
路
の
途
中
、
夕
日
に
映
え
る
富
士
山

を
車
窓
か
ら
眺
め
ほ
と
ん
ど
道
の
混
雑
も

な
く
、
予
定
通
り
帰
着
。
最
後
に
素
晴
ら
し

い
景
色
を
眺
め
ス

ッ
キ
リ
と
充
実
し
た

一

日
を
過
ご
す
甲
」
と
が
出
来
ま
し
た
。

(
真
鍋

清
賓
)

忠
生
・
山
崎
地
区
パ
ス
研
修

「
山
中
湖
わ
か
さ
ぎ
釣
り
と

温
泉
三
味
」

¥ 

1¥ 

2
月
四
日
、
昨
夜
か
ら
の
雨
も
降
り
続

き
、
ハ
ー
ド
な
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
と
天
候
で

参
加
者
の
キ
ャ
ン
セ
ル
を
気
に
し
つ
つ
却

分
前
に
行

っ
て
み
る
と
、
雨
の
中
す
で
に

日
数
名
、が
集
合
し
て
い
ま
し
た
。
定
刻

5

時
に
お
名
勢
揃
い
し
た
と
こ
ろ
で

一
路
山

中
湖
を
目
指
し
て
出
発
。
途
中
谷
村
に
て

小
休
憩
の
後
、
税
金
ク
イ
ズ
を
ス
タ
ー

ト
。
全
問
正
解
者
ゼ
ロ
は
当
地
区
会
の
恒

初
v
カ
?
・

富
士
周
遊
道
路
に
入
る
と
奨
混
じ
り
の

雨
と
な
り
、
道
路
の
温
度
計
は

0
℃
を
示

し
て
い
る
。
例
年
だ
と
マ
イ
ナ
ス
叩

1
日

度
程
度
な
の
で
釣
果
、が
気
に
な
る
。

予
定
ど
お
り
午
前

7
時、

山
中
湖

〈湖

明
荘
マ
リ

l
ナ
〉
に
到
着
。
大
型
ド

l
ム

船
に
乗
り
込
み
、
初
心
者
が
多
い
こ
と
か

ら
高
村
船
長
か
ら
餌
の
っ
け
方
、
釣
り

方
、
船
内
の
マ
ナ
ー
な
ど
の
説
明
を
受
け

た
後
、
ワ
カ
サ
ギ
釣
り
開
始
。
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地区会の

や呼ぶト
船
内
で
朝
食
を
取
り
な
が
ら
竿
先
の
ブ

ル
ー

っ
と
く
る
当
り
を
待
つ
が
、
や
は
り

こ
ん
な
所
に
も
暖
冬
の
影
響
が
出
て
い
る

た
め
か
、
な
か
な
か
釣
れ
な
い
。
天
候
に

恵
ま
れ
れ
ば
湖
上
よ
り
見
る
雪
景
色
の
富

士
は
何
よ
り
の
癒
し
に
な
る
の
だ
が
、
今

日
の
天
候
で
は
無
理
。
幹
事
の
日
頃
の
行

な
い
の
せ
い
で
す
の
で
悪
し
か
ら
ず
。
ゴ

メ
ン
ナ
サ
イ
。

時
々
「
ワ
ア
l
ッ
」
と
喚
声
、
が
上
が
り

ボ
ツ
ボ
ツ
と
釣
れ
始
め
た
模
様
で
、
中
に

は
今
日

一
番
の
大
物
(
雑
巾
)
を
吊
り
上

げ
る
等
和
気
藷
々
の
中
、
あ
っ
と
い
う
間

の
予
定
時
間

2
時
と
な
り
、
後
ろ
髪
を
引

か
れ
る
思
い
で
岸
に
あ
が
る
。

船
長
や
ス
タ
ッ
フ
の
見
送
り
を
受
け
、

も
う
ひ
と
つ
の
楽
し
み
紅
富
士
の
湯
(
山

中
湖
村
第
三
セ
ク
タ
ー
経
営
)
の
天
然
視

泉

に

到

着
。
昼

食

後

思

い

お

も

い

に

「
湯
」
っ
た
り
気
分
で
疲
れ
を
癒
し
、
帰

路
に
つ
く
。
中
央
道
の
渋
滞
も
以
外
に
流

れ
が
よ
く
、
予
定
ど
お
り

6
時
半
に
は
到

着
。
全
員
無
事
帰
れ
た
こ
と
に
感
謝
。
心

残
り
は
天
候
に
恵
ま
れ
ず
冠
雪
富
士
の
優

美
な
姿
を
見
ら
れ
な
か

っ
た
事
で
す
。

(
志
水
英
宜
)

鶴
川
第
三
地
区
パ
ス
研
修

「
油
蓋
マ
リ
ン
バ
I
ク
と

九
〆
る

鎌
倉
散
策
」

¥
 

3
月
U
日
、
雲
ひ
と
つ
な
い
晴
天
に
恵

ま
れ
、
鶴
川
ア
グ
リ
ハ
ウ
ス
を
三
浦
半
島

に
向
け
出
発
。
少
し
寂
し
い
同
名
の
参
加

者
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
大
同
生
命
の
ビ

デ
オ
「
あ
な
た
の
夢
を
支
え
た
い
」
を
観

賞
後
、
税
金
ク
イ
ズ
を
し
ま
し
た
。
そ
れ

か
ら
は
ガ
イ
ド
さ
ん
の
ご
配
慮
で
、
空
き

缶
で
作
る
灰
皿
の
講
習
と
花
や
木
の
漢
字

の
読
み
仮
名
の
テ
ス
ト
を
し
て
頂
き
、
車

内
は
和
気
諸
々
と
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

雪
を
か
ぶ
っ
た
美
し
い
富
士
を
眺
め
な

が
ら
油
壷
マ
リ
ン
バ

l
ク
に
到
着
。
最
高

の
天
気
な
の
で
大
島
や
伊
豆
半
島
、
相
模

湾
な
ど
が

一
望
で
き
、
ペ
ン
ギ
ン
ゃ
あ
し

か
も
の
ん
び
り
と
し
た
様
子
で
出
迎
え
て

く
れ
ま
し
た
。
一

番
メ
イ
ン
の
イ
ル
カ

・

あ
し
か
に
よ
る
華
麗
で
愉
快
な
シ
ョ

ー
を

観
て
し
ば
し
童
心
に
返
り
、
昼
食
ど
こ
ろ

の
三
崎
へ
向
か
い
ま
し
た
。

ま
ぐ
ろ
づ
く
し
の
昼
食
と
い
う
こ
と

で
、
ま
ぐ
ろ
の
皮
や
ホ
ホ
肉
、
た
ま
ご
、

心
臓
、
胃
袋
な

E
珍
味
が
沢
山
あ
り
、
貴
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重
な
経
験
を
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

ま
ぐ
ろ
を

一
匹
食
べ
た
様
な
気
分
で
す
ぐ

目
の
前
の
〈う
ら
り
〉
で
お
買
物
。

磯
の
風
を
感
じ
な
が
ら
、
小
春
日
和
の

三
崎
港
を
後
に
鎌
倉
へ
向
か
う
車
中
は
何

と
も
午
後
の
日
差
し
が
心
地
よ
く
、
つ
い

う
と
う
と
。
程
よ
く
鎌
倉
に
着
き
、
先
ず
は

鶴
岡
八
幡
宮
を
お
参
り
し
て
か
ら
小
町
通

へ
と
そ
れ
ぞ
れ
散
策
に
向
か
い
ま
し
た
。

素
晴
ら
し
い
青
空
と
そ
れ
に
増
す
美
し

い
景
色
に
出
会
え
、
そ
し
て
美
味
し
い
お

料
理
に
舌
鼓
を
打
ち
充
実
し
た
一
日
で
し

た
。

， )iIJ 

油壷マリンバークでのんびり見学、鶴川第三地区の皆さん。

相
原
地
区
研
修
&
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会

「
カ
コ
チ
年
表
か
ら
未
来
を
予
測
」

3
月

6
月
相
模
原
バ
ー
ク
レ
ー
ン
に

て
、
辺
名
の
参
加
者
で
今
年
も
、ボ
ウ
リ
ン

グ
大
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
中
島
地
区
会

長
の
挨
拶
の
あ
と
早
速
グ

l
ム
ス
タ

ー

ト
。
昨
年
優
勝
の
佐
藤
さ
ん
に
注
目
が
集

ま
り
ま
し
た
が
、
遠
慮
し
て
い
る
の
か
こ

の
日
は
不
調
で
周
り
か
ら
起
こ
る
「
ス
ト

ラ
イ
ク
!
」
の
歓
声
に
圧
倒
さ
れ
て
い
る

よ
う
で
し
た
。

各
レ

l
ン
と
も
グ

1
ム
が
進
む
に
連
れ

て
盛
り
上
が
り
笑
い
の
中
で
終
了
し
、
次

の
研
修
場
へ
と
移
動
し
て
い
き
ま
し
た
。

興
奮
冷
め
止
ま
な
い
ま
ま
「
カ
コ
チ
年

表
」
に
つ
い
て
の
説
明
が
作
成
者
の
今
村

さ
ん
よ
り
始
ま
り
ま
し
た
。
昭
和
初
年
か

ら
今
日
ま
で
の
出
来
事
を
ジ
ャ
ン
ル
別
に

年
次
毎
に
配
置
し
、

一
枚
の
紙
の
上
で
世

の
中
の
動
き
が
見
え
て
く
る
優
れ
も
の
で

す
。
過
去
の
出
来
事
を

一
目
瞭
然
に
認
識

で
き
、

事
の
因
果
関
係
が
見
え
て
き
て
タ

イ
ム
ス
パ
ン
が
読
み
取
れ
ま
す
。
そ
こ
か
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ら
未
来
を
予
測
し
、
人
生
の
羅
針
盤
と
し

て
役
に
立
つ
こ
と
な
ど
を
話
し
て
も
ら
い

ま
し
た
。

最
後
に
お
待
ち
か
ね
の
ボ
ワ
リ
ン
グ
の

結
果
発
表
で
す
。
プ

l
ピ
l
賞
か
ら
発
表

し
最
後
に
優
勝
者
で
す
、が
、
司
会
者
の
平

井
さ
ん
自
ら
の
受
賞
と
な
り
お
聞
き
と
な

り
ま
し
た
。



地区会の

イボぶト
金
森
・
高
ク
坂
地
区
パ
ス
研
修

~
風
林
火
山
博
と
い
ち
ご
狩
げ
」
内

山
」で
ご
~
桝
伽
ん

天
候
に
恵
ま
れ
た

2
月
2
日
朝

8
時
過

ぎ
、
明
記
名
の
参
加
者
を
乗
せ
た
パ
ス
は

高
ク
坂
か
ら
金
森
を
ま
わ
り
出
発
し
ま
し

た
。
恒
例
に
な

っ
た
岩
波
顧
問
の
「
税
金

の
お
話
」
が
あ
り
、
中
央
高
速
も
順
調
に

進
み
講
義
の
方
も
快
調
に
弾
む
中
、
本
日

の
メ
イ
ン
で
あ
る
風
林
火
山
博
会
場
に
到

着
し
ま
し
た
。

こ
こ
は

N
H
K
大
河
ド
ラ
マ
の
制
作
の

裏
側
を
公
開
し
た
施
設
で
、
主
人
公
山
本

勘
助
は
じ
め
主
君
の
武
田
信
玄
公
ゆ
か
り

の
歴
史
資
料
を
見
学
し
、
改
め
て
認
識
を

深
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
会
場
出
口

の
土
産
物
コ

ー
ナ
ー
で
は
第

一
弾
の
買
物

に
取
組
む
人
も
多
く
見
か
け
ま
し
た
。

次
に
僅
か
叩
分
弱
で
武
田
信
玄
の
居
館

跡
に
造
ら
れ
た
武
田
神
社
を
参
拝
し
、
空

腹
を
抱
え
て
昼
食
会
場
へ
向
か
い
ま
し

た
。
バ

イ
キ
ン
グ
で
満
た
さ
れ
た
後
は
宝

石
庭
園
の
見
学
で
す
。
名
調
子
の
案
内
人

に
宝
(
銘
)
石
の
説
明
を
聞
き
な
が
ら
行

き
着
く
所
は
宝
石
土
産
売
り
場
で
、
今
流

行
と
か
の
ト

ル
マ
リ
ン
健
康
装
身
具
な
ど

買
い
込
む
羽
目
に
な
り
ま
し
た
。

次
は
急
速
予
定
外
の
ワ
イ
ン
工
場
で
試

飲
と
買
物
、が
加
わ
る
こ
と
に
な
り
、
途
中

下
車
で
試
飲
コ

ー
ナ
ー

へ
直
行
し
、
た
ら

ふ
く
試
飲
し
た
後
、
土
産
を
買
い
込
み
い

よ
い
よ
最
後
の
い
ち
ご
狩
り
へ
向
か
い
ま

し
た
。
石
原
農
園
の
い
ち
ご
ハ
ワ
ス
へ
入

り
イ
チ
ゴ
を
頬
張
り
な
が
ら
も

「
い
ま
い

ち
味
不
足
」
と
皆
口
々
に
噴
き
ハ
ワ
ス
を

出
ま
し
た
。

払
帰
途
の
車
中
で
は
、
昼
過
ぎ
に
配
ら
れ

叫
た
税
金
ク
イ
ズ
が
採
点
も
終
わ
り
発
表
さ

会区

れ

ま

し
た

o
m問
中
満
点
は
な
し
。

8
問

劫
也規

正

解

が

1
人、

7
問
正
解
が

2
人、

5
1

信

6
問
正
解
が
残
り
全
員
と
い
う
散
々
な
結

4
4沖金

果

で

し

た

。
そ
の
後
も
、
ビ
ン
ゴ
グ

l
ム
な

圭
?

一

担
割
ど
行
わ
れ
車
中
は
賑
や
か
な
ム

l
ド
で
無

がじ州

事
に
楽
し
い

一
日
を
過
ご
し
ま
し
た
。

田武

(
矢
口

昇

中
町
地
区
研
修
会

「
全
て
教
え
ま
す
!

¥
一
法
人
に
お
け
る
生
〓
検
活
情
術
」

苅
け
い

¥

f
い
一
吋
料
、
れ

3
月
2
日
、
ラ
ポ
ー
ル
千
寿
閣
に
お
い

て
口
名
の
参
加
者
で
、
知

っ
て
得
す
る
研

修
と
懇
親
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
講
師
は

大
同
生
命
保
険
高
須
所
長
に
お
願
い
し

て、

生
命
保
険
に
つ
い
て
ま
ず
保
障
内
容

と
保
険
料
、
ア
フ
タ
ー
フ
ォ
ロ
ー
な
ど
の

保
険
会
社
の
チ
ェ

ッ
ク
、
そ
れ
か
ら
法
人

で
の
加
入
目
的
、
相
続
に
関
す
る
一旦
知

識
、
満
期
保
険
金
が
な
い
生
命
保
険
は
損

か

?
等
な
ど
、
予
定
時
間
で
は
と
て
も
足

N 0 . 9 1 法人会報回町
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地区会の

イバぶト
り
な
い
く
ら
い
の
知

っ
て
い
た
ら
必
ず
役

に
立
つ
話
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

そ
の
後
は
懇
親
会
に
移
り
そ
れ
ぞ
れ
和

気
諸
々
と
懇
談
し
ま
し
た
。

講師の高須所長。

各地区でも税務研修会を開催

W18年度税制改正のあらましJ

成瀬第一・第二

旭町

鶴川第二

小山

金森・高ヶ坂

学園・大谷

26名

20名

32名

11名

26名

14名

なるせ駅前市民センター

旭町地区会館

町田会館

小山市民センター

岡田屋会議室

玉川学園商店会事務所

1月22日

2月8日

2月13日

2月22日

2月27日

3月9日

I事業承継と税制改正の動向』

森野 16名法人会事務局3月23日

鶴川第二

• 18 町田法 人 会報 N 0 . 9 1 



本
誌
表
紙
絵
「
太
刀
山

懐
か
し
き
教
室
風
景

金
環
の
出
で
し
と
聞

側
ア
ロ
1
エ
ン
タ
ー
プ
ラ
イ
ズ

矢
沢

武

盲
導
犬
優
し
き
瞳
花
の
山

春
暁
や
士
新
し
く
土
竜
径

制
理
容
ひ
か
る

脱

ハ
ツ
エ

京
の
春
音
羽
の
瀧
の
清
水
汲
む

桜
散
る
そ
っ
と
足
ふ
む
朝
の
散
歩

白
井
産
業
側

古
木
に
新
芽
雨

き
あ
は
て
雨
の
音

す
ず
か
け
商
事
側

芽
吹
き
た
る
柳
が
風
を
受
け
流
す

聞
シ
マ
ノ

蓮
餅
悌
へ
言
葉
生
れ
け
り

風
透
る
句
碑
に
陽
ま
ろ
く
竹
の
秋

揃
う
ち
だ

花
冷
え
や
地
球
の
札
む
声
聞
ゆ

肱
の
夜
窓
よ
り
こ
ぼ
る
チ
ェ
ロ
の
音

神
蔵
興
業
倒

花
祭
思
ひ
出
深
き
寺
の
前

お
だ
や
か
な
晴
を
貰

14

初
蝶

白
井友

井

島
野

内
田

神
蔵

ト
セ
子

照
子好

好
子

正
子

玉
江

-・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・..............................................................................

ア
ヂ
カ
メ

花

学三宮側
マ
ツ
ヤ
マ

東
僚

夜
来
の
雨
庭
一
面
は
花
蓮

日
中
の
旗
は
た
め
き
し
花
吹
雪

(
中
国
の
温
家
宝
首
相
来
日
)

側
堤
組

堤

梅
が
香
に
逢
ひ
た
く
て
出
る
み
じ
か
旅

誘
は
れ
芽
ぶ
き
を
仰
ぐ
旧
街
道

「
い
、
さ
よ
い
句
会
会
員
募
集
」

女
性
部
会
有
志
で
平
成
凶
年
間
月
に
発
足
。

毎
月
第
2
木
曜
日
叩
時
よ
り
、
青
芝
の
中
村

先
生
指
導
の
も
と
活
動
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
か

ら
俳
句
を
習
い
た
い
方
、
今
も
や
っ
て
い
る

方
、
ぜ
ひ
お
仲
間
に
・
・
・
。

お
問
合
せ
は
法
人
会
事
務
局
ま
で

(
T
E
L
0
4
2
・7
2
6
・2
4
5
3
)

節
子

短歌・俳句をお寄せください。ご寄稿には、事務局宛てご一報ください。次回の発行は9月の予定です。 I 

町

敏
子

N 0 . 9 1 報Ao. 
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女
性
部
会
・
新
年
会

『ニュ
l
イ
ヤ
l
コ
ン
サ
ー
ト
』

ま 44
し 名 1
たの i
。参月

加 16
を 日
得
てラ
新ポ
年 l
会ノレ

が千
開寿
催閣
さに
れて

坂
田
部
会
長
は
挨
拶
の
中
で
「
亥
年
で

す
が
忙
が
ず
あ
わ
て
ず
、
ゆ
っ
た
り
今
年

アンサンブル"リーリエ"のしっとりとした演奏。

は
ニ
コ
ニ
コ
と
笑
う
門
に
は
福
来
る
」
と

い
う
お
話
、
が
あ
り
ま
し
た
。
八
木
会
長
か

ら
は
「
人
に
優
し
く
自
分
に
厳
し
く
皆
さ

ん
の
輸
が
大
事
」
と
元
気
を
頂
き
ま
し
た
。

お
料
理
に
舌
鼓
を
打
ち
な
が
ら
宴
た
け

な
わ
と
な
っ
た
頃
、
お
待
ち
兼
ね
の
弦
楽

ア
ン
サ
ン
ブ
ル

『リ
l
リ
エ
』
の
演
奏
で

す
。
リ
l
リ
エ
の
名
称
は
ド
イ
ツ
語
で
。
ゅ

ゆ
り
の
様
な
素
敵
な
音
楽
を
弾
き

。

h
り
ノ

ク

た
い
と
付
い
た
よ
う
で
す
。
身
近
で
生
演

奏
に
し

っ
と
り
と
酔
い
し
れ
た
後
、

誰
で

も
知

っ
て
い
る
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
な
歌
を
皆
で

合
唱
し
ま
し
た
。
時
間
を
止
め
て
聞
き
た

い
く
ら
い
で
、
ア
ン

コ
ー

ル
も
あ
り
こ
の

会
場
は
春
の
足
音
が
い
っ
ぱ
い
に
な
り
ま

し
た
。

最
後
に
抽
選
会
が
あ
り
楽
し
い

一
時
を

過
ご
し
ま
し
た
。
今
年
も
ま
た
良
い
こ
と

が
沢
山
あ
り
ま
す
よ
う
に
。(山

口

栄
子
)

堤相談役と坂田部会長。

女
性
部
会
・

全
国
女
性
フ
ォ
ー
ラ
ム

熊
本
大
会

『
輝
か
し
い
未
来
は

女
性
が
創
る
』

第
2
回
法
人
会
全
国
女
性
フ
ォ

l
-フ

ム
が

4
月
5
日
熊
本
城
築
城
山
側
年
を
迎
え

た
火
の
国
熊
本
に
於
い

て
、
1
4
0
0
名

• 20 N 0 . 9 1 人会報法回町



を
超
え
る
部
会
員
と
国
税
庁
や
全
法
連
安

西
会
長
、
熊
本
県
知
事
な
ど
多
く
の
ご
来

賓
の
参
列
の
も
と
、

主
管
の
熊
本
県
連
の

温
か

い
お
も
て
な
し
と
満
開
の
桜
が
私
達

4
人
を
迎
え
て
く
れ
ま
し
た
。

「
輝
か
し
い
未
来
は
女
性
が
創
る
ク
女
性

部
会
の
輸
を
広
げ
よ
う
し
と
い
う
ス

ロ
ー

ガ
ン
の
も
と
盛
大
に
式
典
が
挙
行
さ
れ
、

事
例
発
表
で
は
税
金
ク
イ
ズ
、
老
人
ホ
ー

ム
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
税
ワ
ォ
ッ
チ
ン
グ
の

開
催
、
ど
の
よ
う
に
税
金
が
使
わ
れ
て
い

る
か
、
ま
た
必
要
で
あ
る
か
を
学
ぶ
体
験

型
租
税
教
育
、

e
'
T
a
x
の
普
及
は
女

性
部
会
が
積
極
的
に
取
組
ん
で
い
こ
う
と

い
う
研
修
会
な
ど
活
発
な
活
動
報
告
が
あ

り
ま
し
た
。

講
演
会
で
は
ス
ペ
シ
ャ
ル
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
ス
日
本
常
務
理
事
の
中
村
勝
子
氏
か
ら

知
的
障
害
を
持
つ
人
達
の
ス
ポ
ー
ツ
大
会

に
参
加
さ
れ
ご
尽
力
を
さ
れ
て
い
る
様
子

の
お
話
が
あ
り
ま
し
た
。

懇
親
会
で
は
地
方
色
豊
か
な
催
し
と
次

回
開
催
の
東
京
を
ア
ピ
ー
ル
し
て
来
年
へ

の
参
加
を
お
願
い
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

(
坂
田

弘
子
)

女
性
部
会
・

社
会
貢
献
事
業

『
タ
オ
ル
を
寄
贈
』

総
会
や
講
演
会
の
時
に
参
加
者
の
方

か
ら
い
た
だ
い
た
タ
オ
ル
を
、

3
月
6
日

鶴
間
に
あ
り
ま
す
〈
特
別
養
護
老
人
ホ
ー

ム
み
ぎ
わ
ホ
l
ム
〉
へ
寄
贈
し
て
き
ま
し

理
事
長
の
石
原
さ
ん
に
出
迎
え
ら
れ
、

清
潔
に
お
掃
除
の
行
き
届
い
て
い
る
ホ
ー

ル
で
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。
丁
度
シ
ョ

ー

ト
ス
テ
イ
や
デ
ィ
サ
ー
ビ

ス
の
方
々
が
楽

し
そ
う
に
お
食
事
を
さ
れ
て
い
る
姿
を
拝

見
す
る
こ
と
が
で
き
、
安
心
し
て
過
ご
す

こ
と
が
で
き
る
素
晴
ら
し
い
施
設
だ
と
感

ド
レ
卓
品

1ν
れ
ん

。

みぎわホーム理事長の石原さんへタオルを手渡す女性部会。
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部会

U
F

青
年
部
会
・
女
性
部
会
・
合
同
公
開
講
演
会

『
町
田
を
憶
う
』

ヮ
“

月
日
日
、
ラ
ポ
ー
ル
千
寿
閣
に
お

い
て
、
青
年
部
会

・
女
性
部
会
と
の
合
同

事
業
と
し
て
公
開
講
演
会
を
開
催
致
し
ま

し
た
。今

回
は
前
町
田
市
長
の
寺
田
和
雄
氏
を

講
師
に
招
き
、

『町
田
を
憶
う
』
と
い
っ

た
テ

l
マ
で
、
戦
中
・戦
後
の
町
田
か
ら
、

町
田
市
の
発
展
に
つ

い
て
お
話
を
伺
い
ま

し
た
。
ま
た
、
い
ま

の
町
田
の
課
題
と
し

て
言
え
る
こ
と
は
、

若
い
人
の
集
う
街
・

風
格
の
あ
る
街

・
し

か
も
緑
の
多
い
良
い

環
境
で
誰
も
が
「
住

ん
で
良
か
っ
た
」
と

思
え
る
街
を
目
指
す

こ
と
だ
そ
う
で
す
。

ま
た
、
寺
田
氏
は

文
学
に
も
大
変
お
詳

たlu
 

tAF 
れ三つ語宇佐田白熱のノ

¥づ九
J

宇
品長市田町品別

「
町
田
市
民
文
学
館
」
の
設
立
に
刊

は
大
変
ご
尽
力
さ
れ
た
と
伺
い
ま
し
た
。
制

講
演
終
了
後
、
寺
田
氏
に
も
お
付
き
合

い
頂
き
懇
親
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
お
い

し
い
食
事
を
い
た
だ
き
な
が
ら
青
年
部

会

・
女
性
部
会
の
更
な
る
懇
親
が
深
め
ら

れ
た
と
思
い
ま
す
。

私
は
、
合
同
事
業
は
今
回
は
じ
め
て
の

担
当
で
し
た
が
、
講
師
の
選
出
、
動
員
の

確
保
か
ら
講
演
当
日
の
運
営
に
至
る
ま

で、

8
月
か
ら

6
回
の
打
ち
合
わ
せ
を
女

ー
)ノ、、、

22 • 

性
部
会
の
方
々
と
行
い
ま
し
た
。

動
員
に
至
っ
て
は
、

青
年
部
会

・
女
性

部
会
の
会
員
の
皆
様
の
ご
協
力
を
頂
き
、

当
日
は
多
く
の
方
達
に
ご
来
場
頂
き
ま
し

た
。
親
会
の
皆
様
は
じ
め
、
会
員
の
皆
様

に
は
大
変
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

こ
の
事
業
は
考
え
て
い
た
以
上
に
安
易

な
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
無

事
に
終
わ
っ
て
み
る
と
、
そ
れ
な
り
に
充

実
感
も
あ
り
良
い
経
験
に
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
機
会
が
あ
れ
ば
:

N 0 . 9 1 会報人j去回町
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社会貢献特別委員会の活動報告

桜吹雪の下で大賑わいの子ども税金クイズ

今
年
は
葉
桜
か
な

っ
?

と
心
配
し
て
い
た

〈さ
く

ら
ま

つ
り
〉
、
4
月
7
日

と
8
日
の
2
日
間
、
桜
の

花
び
ら
が
舞
い
散
る
絶
好

の
花
見
日
和
の
な
か
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
町
田
法
人

会

は
今
年
も

P
R
コ
ー

ナ
ー
に
出
展
し
、
子
ど
も

税
金
ク
イ
ズ
を
通
し
て

一

般
の
人
々
に

〈税
〉
を
考

え
て
も
ら
い
ま
し
た
。

沢
山
の
子
ど
も
達
が
税

金
ク

イ
ズ
を
真
剣
に

考

ぇ
、
く
じ
引
き
を
し
て
喜
ん
で
い
る
姿
が

青
空
の
下
と
て
も
微
笑
ま
し
く
恩
わ
れ

ま
し
た
。
予
定
し
て

い
た

2
日
分
の
ク
イ

ズ
の
賞
品
も

1
日
で
な
く
な

っ
て
し
ま

い
、
急
速
く
じ
引
き
の
買
出
し
に
追
わ

れ、
大
盛
況
の
う
れ
し
い
悲
鳴
で
し
た
。

今
年
は
1
8
0
0
人
の
子
ど
も
達
が

参
加
し
ま
し
た
。税
金
に
つ
い
て
少
し
で

も
興
味
を
持

っ
て
も
ら
え
た
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

(
村
松

調

fra園磐
大勢の子ども達力、税金クイスに参加してくれました。

e-Tax利用者の声を掲載した
町田法人会のウェブ.サイトが注目

会社経営者、あるいは顧問税理士、そ

れそcれの立場からe-Taxを導入して感じ

たことなどを参考にして、ぜひe-Taxのこc

利用をご検討くださし、。

e-Taxの利用推進を目的として、これま

でホームページに導入方法などを掲載し

てきましたが、現在はe-Taxを実際に体験

した方々の生の声も掲載しています。

町

種子申告を体験して
時 体緩績のみなさんの滞 町

www.hojinkai-machida.or.jp/etax/ 
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広
報
委
員
会
の
活
動
報
告

菅原神社

『歩
い
て
わ
か
る
新
発
見
!
取
材
日
記
』

。
町
田
桜
め
ぐ
り
。

南大谷天神社

春
う
ら
ら
暖
冬
異
変
で
開
花
が

3
月
中

旬
に
な
り
そ
う
だ
と
予
想
し
て
、
当
初
取

材
を
お
日
に
予
定
し
て
い
ま
し
た
が
、

4

月
2
日
に
変
更
し

〈町
田
の
桜
め
ぐ
り
〉

を
実
行
し
ま
し
た
。
今
日
か
明
日
か
と
開

花
を
待
ち
わ
び
る
日
本
人
の
心
を
捕
ら
え

て
離
さ
な
い
花
は
桜
以
外
に
な
い
く
ら

い
、
心
浮
き
立
つ

こ
の
季
節
。
し
か
し
町

田
の
桜
は
遅
々
と
し
て
咲
か
ず
例
年
通
り

と
な
り
、
今
年
の
桜
ほ
ど
開
花
に
神
経
を

尖
ら
せ
た
こ
と
は
近
年
に
は
無
か
っ
た
と

思
い
ま
す
。

桜満喫お勧めポイント、薬師池。

天
候
は
薄
曇
り
の
中
、
最
初
に
鶴
間
公

園
の
桜
で
す
。
下
草
が
萌
え
ム
ラ
サ
キ
ハ

ナ
ナ
、

ハ
ナ
ニ
ラ
、
む
す
か
り
、

菜
の
花、

ほ
と
け
の
座
な
ど
が
桜
に
負
け
じ
と
彩
り

を
競
っ
て
い
ま
し
た
。
思
い
お
も
い
に
楽

し
め
る
所
で
す
。
つ
く
し
野
か
ら
恩
田
川

添
い
を
走
り
、

川
を
挟
ん
だ
桜
の
ト
ン
、
不

ル
は
圧
巻
で
し
た
。

次
の

〈東
雲
寺
〉
は
参
道
入
口
の
花
桃

の
鮮
や
か
な
ピ
ン
ク
の
お
出
迎
え
に
会

い
、
境
内
に
立
ち
寄
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
花
寺
の
風
情
は
桜
の
思
い
出
に
浸

れ
る
場
所
で
す
。

一
路
菅
原
神
社
そ
し
て
和
風
庭
園
の
風

情
が
漂
う
薬
師
池
へ
と
進
み
、
タ
イ
コ
橋

で
は
水
面
に
写
る
桜
を
散
ら
す
鯉
や
、
餌

す桜を
。満欲

喫 し
の が
お る
勧鳩
めと
ポ戯
ィ許
ツ目|

ト策
第 し
ー ま

位と
で 1

町
田
を
北
に
走
り

〈小
山
な
か
よ
し
ス

ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
〉の
し
だ
れ
桜
2
本
は
、

ど
こ
か
寂
し
げ
に
咲
い
て
い
た
の
で
、
す

ぐ
上
の
福
生
寺
に
立
ち
寄
ら
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
樹
木
に
混
じ
っ
た
桜
は
整
然

と
し
て
清
爽
で
し
た
。

小
山
馬
場
通
り
を
抜
け

〈ま
ち
だ
さ
く

ら
ま
つ
り
〉が
開
催
さ
れ
る
尾
根
緑
道
へ
、

さ
く
ら
ま
つ
り
に
は
最
高
の
桜
が
見
ら
れ

る
こ
と
と
思
い
な
、が
ら
眺
め
の
良
い
桜
道

を
通
り
ま
し
た
。
日
大
三
高
の
桜
、
野
津

田
公
園
の
桜
を
車
中
か
ら
見
学
し
、
最
後

の
鶴
川
団
地
の

〈鶴
の
子
公
園
〉
に
着
く

頃
は
日
も
暮
れ
か
か
り
雨
も
激
し
く
な
り

ま
し
た
が
、
そ
れ
も
ま
た
桜
雨
に
煙
る
素

晴
ら
し
い
景
色
と
な

っ
て
お
り
ま
し
た
。

桜
に
も
色
々
あ
り
、
色
も
咲
き
方
も

様
々
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
町
田
の
桜

は
愚
私
に
は
皆
同
じ
に
春
色
嫡
漫
素
晴
ら

し
く
見
え
ま
し
た
。
日
本
人
の
桜
へ
の
思

い
入
れ
の
凄
き
が
分
か
っ
た
よ
う
な
気
が

• 24 N 0 . 9 1 会報人法回町



Y に了IVI
し
ま
し
た
。
当
分
町
田
の
桜
の
夢
を
見
て

幸
せ
な
日
々
が
過
ご
せ
そ
う
で
す
。
車
で

廻
る
町
田
も
大
変
有
意
義
で
し
た
。

(吉
川

良
子
)

会
報
編
集
委
員
が
推
薦
す
る
東
法
連
研
修
ビ
デ
オ
の
紹
介

星
野
仙
一
の
「
ほ
め
て
、
叱
っ
て
、
プ
ロ
に
育
て
る
」

若
い
リ
ー
ダ
ー
ヘ

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
と
り
方

よ
さ
リ
ー
ダ
ー
は
自
分
で
こ
れ
だ
と

思
っ
た
ら
変
え
な
い
こ
と
、
で
も
柔
軟
性

も
必
要
。

ほ
め
る
H

注
意
す
る
の
が
愛
情
、
口
先

の
ほ
め
言
葉
は
だ
め
。

叱
る
H

チ
ー
ム
ワ
ー
ク
が
壊
れ
る
か
ら

と
恐
が
ら
ず
に
叱
る
。

ス
ポ
ー
ツ
の
世
界
で
は
し
ご
か
れ
る
の
が

愛
情
。
リ
ー
ダ
ー
は
時
に
は
部
下
と
同
じ

視
線
を
持
つ
こ
と
。

リ
ー
ダ
ー
の
人
間
力

暗
く
な
い
こ
と
。
逆
境
に
あ
る
時
こ
そ

見
栄
を
張
る
。
自
分
に
厳
し
さ
を
持
つ
こ

と
。
私
生
活
か
ら
き
ち
ん
と
す
る
こ
と
。

部
下
の
育
て
方
H

駄
目
な
人
を
育
て
る

の
は
諦
め
ず
き
た
え
る
。
負
け
犬
根
性
を

捨
て
さ
せ
る
。

若
者
の
教
育
H
若
者
に
嫌
わ
れ
よ
。
決

断
の
時
は
負
け
て
は
駄
目
。
教
え
て
な
い

こ
と
で
の
失
敗
は
叱
る
な
。
教
え
た
こ
と

を
や
ら
な
い
時
は
叱
る
。
仕
事
で
の
失
敗

は
仕
事
で
返
せ
。
自
分
達
に
都
合
の
良
い

こ
と
を
言
っ
て
来
た
ら
妥
協
す
る
な
。

長
所
を
褒
め
よ
H
言
わ
れ
た
こ
と
が
達

成
で
き
た
時
は
、
「
お
前
の
様
な
者
を
待
っ

て
い
た
」

と
愛
情
を
持
っ
て
管
理
す
る
。

勇
気
、
決
断
、
想
像
力
、
愛
情
と
語
ら

れ
た
星
野
監
督
。
か
つ
て
水
原
監
督
に
し

ご
か
れ
た
話
な
ど
を
さ
れ
た
が
、

言
葉

一

つ
ひ
と
つ
に
今
日
ま
で
の
努
力
が
遊
る
よ

う
に
感
じ
ら
れ
、
若
い
リ
ー
ダ
ー
に
聞
か

せ
た
い

一
本
で
し
た
。

(宮

和
子
)

C-0101) PHPビデオセミナー
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かかしフェスティバJレの最終日の幸運(図師町)

{
行
町
巡
り
の
き
っ
か
け
と
道
標
】

「
そ
の
土
地
を
知
る
」

i

い
わ
ゆ
る
転

勤
族
に
と
っ
て
は
重
要
な
テ

1
マ
で
あ

り
、
ま
た
楽
し
み
の
ひ
と
つ
で
す
。

町
田
市
の
独
特
の
地
形
を
地
図
や
ホ

i

ムぺ

1
ジ
、
文
献
、
雑
誌
等
か
ら
得
た
幾

多
の
市
(
管
内
)
の
情
報
と
知
識
、
次
に

こ
れ
ら
を
自
分
の

g
と
足
で
実
感
す
る
。

そ
れ
が
、
地
元
市
民
・
納
税
者
と
同
じ
目

線
で
地
域
を
語
り
、
行
政
を
理
解
し
て
い

た
だ
く
第

一
歩
で
あ
る
と
の
思
い
か
ら
市

内
全
域

ω町
を
巡
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

き
て
、
ひ
と
つ

の
市
と
は
い
え
広
大
な

い
か
に
効
率
よ
く
巡
る
か
模
索
し

地
域
、

ま
し
た
。
そ
こ
で
自
に
し
た
の
が
、
法
人

会
報
の

『歩
い
て
わ
か
る
新
発
見
シ
リ
ー

ズ
』。

ま
さ
に
私
の
「
町
案
内
人
、
道
標
」

と
し
て
、
自
称
〈
週
末
町
田
市
民
〉
を
ス

タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

本
格
的
に
は
、
シ
リ
ー
ズ
⑦
原
町
田
芸

術
コ

l
ス
を
徒
歩
で
始
め
た
こ
の
プ
ラ

ン
。
9
月
下
旬
か
ら
は
自
転
車
で

一
気
に
、

と
、
こ
こ
で
早
く
も
地
形
・
地
域
の
特
徴

の
ひ
と
つ
で
あ
る

『坂
道
』
を
存
分
に
味

わ
う
こ
と
に
。
加
え
て
、
い
わ
ゆ
る
チ
ャ

リ
族
に
は
危
険
な
道
路
が
多
い
こ
と
も
体

験
し
ま
し
た
。

と
は
い
え
、
苦
多
け
れ
ば
感
動
、
感
激

悶
回
目
国
歩
い
て
わ
か
る
新
発
見
!

町
田
市
内

町
め
ぐ
り

町
田
税
務
署

(
前
)
署
長

田
口

• 26 

も
ひ
と
し
お
。
市
内
錦
町
で
の
出
会
い
と

発
見
、
そ
し
て
こ
ぼ
れ
話
の

一
部
を
ご
披

露
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

N 0 . 9 1 

{
町
(
地
域
)
を
知
る
}

ど

r
町
田
は
、
「
古
き
も
の
、
新
し
き
も
の

が
混
在
し
融
和
し
た
町
」
で
あ
る
。
豊
か

な
自
然
の
緑
、
の
ど
か
な
田
園
風
景
と
閑

静
で
美
し
い
町
並
み
の
住
宅
街
。
そ
し
て
、

首
都
圏
の
人
口
増
加
に
伴
い
住
宅
地
と
し

て
誕
生
し
た
大
型
団
地
と
大
小
多
数
の
公

園
。
さ
ら
に
は
昼
夜
を
問
わ
ず
賑
わ
う
街
、

ひ
と
ひ
と
の
波
。

一
方
、
歴
史
を
物
語
る
数
々
の
名
所
、

法人会報町田

番
外
編

雄

氏



旧
跡
、
文
化
財
。
さ
ら
に
は
、
河
川
の
源
流
、

市
内
最
高
峰
山
川
メ
ー
ト
ル
の
通
称

1
年

山
、
本
名
「
草
戸
山
」。

町
田
市
に
山
は

な
い
と
の
認
識
は
現
地
の
標
識
で
覆
さ
れ

生
J
晶

1ν

れヘ
。

ト
恥
γ
ι

刊
M
一Mm
K
M

【
入
伊
知
る
H

高
齢
化
を
実
感
}

意外な発見!r自然(木)が生んだ顔?J

歩
き
な
が
ら
の
道
標
は
〈
お
ば
あ
ち
ゃ

ん
〉
の
存
在
。
笑
顔
が
素
敵
な
常
磐
ば
あ

ち
ゃ
ん
、
写
真
撮
影
も

O

K
の
大
蔵
ば
あ

ち
ゃ
ん
。
イ
ナ
パ
ワ
ア
ー
も
見
ら
れ
た
「
か

か
し
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
の
図
師
町
で
は
、

〈
お
ば
あ
〉
と
〈
お
じ
い
〉
も
時
に
は
腰

を
伸
ば
し
て
町
の
話
を
聞
か
せ
で
い
た
だ

き
ま
し
た
。
皆
さ
ん
篭
を
背
負
っ
て
い
た

の
も
地
域
性
か
。

職をコそち旧を
務 重/のも宅知初
に視リもそ 「つめ
もしンのの武たて
週たシ。名相「そ
ずとプそ称 荘自の
るい Fレのもしで州人
もう l 生 rダ 山υ 次物
の 。原色 川 い郎-

f良型弘づ ZIz 
と
感
銘
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
や
た
ら
と

文
献
や
記
事
等
が
自
に
付
く
の
は
気
の
せ

い
で
し
ょ
う
か
。

【
の
番
目
の
町
の
裏
話
}

9
月
中
旬
川…
浦
川
釈
を
起
点
と
し
た
シ

リ
ー
ズ
⑤
三
輪

が
横
穴
古
墳
コ

l
ス
と
②

広
袴
・
能
ヶ
谷
コ

i
ス
へ

。
鶴
川
街
道
で

「
真
光
寺
三
丁
目
」
の
標
識
を
発
見
し
本

日
の
予
定
達
成
。
夕
刻
、
駅
前
喫
茶
に
は

地
図
で
今
日
の
ル

1
ト
を
満
足
、
げ
に
た

E

る
わ
が
姿
。
が
、
横
穴
な
ら
ぬ
大
き
な
落

と
し
穴
、
な

κ
b
「
真
光
寺
町
」
を
見
落

と
す
ミ
ス
!
や
や
苦
い
コ
ー
ヒ
ー
を
飲
み

つ
つ
、
時
間
的
に
は
ま
だ
行
け
そ
う
だ
が

「
失
礼
を
詫
び
、
必
番
目
に
訪
れ
る
町
に

し
よ
う
」
と
即
決
。

そ
し
て
日
月
初
日
、
真
光
寺
町
を
訪
れ

目
標
を
達
成
。

『似
た
地
名
が
多
い
』
と

の
特
徴
に
気
ザ
は
遅
す
ぎ
た
か
も
。

{
さ
て
、
こ
れ
か
ら
}

錦
町
を
ひ
と
ま
わ
り
し
ま
し
た
が
、
多

く
の
方
々
か
ら

吋ま
だ
見
ぬ
町
田
』
の
紹

介
を
い
た
だ
き
、
プ
ラ
ン
ナ
ー
よ
り
熱
い

市
民
の
後
押
し
で
ま
だ
ま
だ
続
き
そ
う
で

す
。地

図
を
広
げ
時
計
回
り
に

mw
度
回
転
。

ぞ
の
形
、
故
郷
秋
田
か
ら

1
本
海
側
を
南

下
し
、
福
島
か
ら
関
東

γ
界
海
近
辺
ま
で

の
地
形
と
や
や
似
。
逆
方
向
に

ω度
、
な

ん
と
な
く
南
ア
メ
リ
カ
大
陸
に
見
え
る
不

思
議
。
基
点

(
起
点
)
を
変
え
て
眺
め
る

と
ま
た
違
っ
た
町
田
市
が
見
え
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。
坂
道
と
過
重
量
に
耐
え
つ
つ

文
句

一
つ
一
首
わ
な
い
チ
ャ

yン
コ
君
、
頼

む
、
ぞ
!
い
い
と
こ
ろ
案
内
す
る
か
ら
。

49..-c" 
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ー主なスポーツ、レジ ャー施設 な どをマークで表 示 しま した。 .色のマークラフォーレ内の施設 銭色のマーク周辺の提携施設忽ど

回
一欝

圏
一回

恩
ω

喧

圏
一因

園

開
園田

E
M圏

密口
困

層
ロ園

鶴
ぬ胸

囲
抑協

園
川瀦

盟
円盤

盛獄
図

図
観
スキー ハイキンク 八イキンタ 海水描温水道レイヲスポーツ フィyシンク ブラネタuワム 美街舘 力ラオサ ゲームコーナー 宴会喝 研修会醸室ブライダル ブライダル

宮城県刈田郡蔵王町遠刈田温泉七日原2-1
TEL.0224-35-31 1 1 

・客室数ハ 97室 (647名収容)
・客室/洋室 (2.3名用)和室 (4名用)特
別室(2-6名用)

・ルームチャージ
2名用 8.100円~

・お食事<1名様〉
夕食 4.620円-(洋食和食)
朝食 1.750円

・1)白2食付料金
1名様 10目400円-(洋食ー和食)

図 畿 圏 襲還を喜 四

国 図

-交通/東北新幹線仙台駅下車、駅西日 1Fタクシー乗り場右手より送迎パス約
70分(全日運行 3往復/要予約)。

-客室量ν182室(620名収容)
.客室/洋室(2-3名用)和室(3-4名用)
和洋室(34名用)デラックス(2名用)
特別室 (2名用)

・ルームチャージ
2名用 9.200円~

・お食事<1名犠〉 圃帽 ‘輔~~~ t.袖 ・哩 E 、
夕食 4.620円-(洋食和食和洋食) 騒a 取甥 E忍 怒!:I 量~ [，j・

朝食 1.750円 r・門..-
・1;自2食付料金 tD回記1:1:1

1名様 12.100円-(洋食会和食和洋食)

.交通/京都新大阪天王寺よりJR特急にて紀努本線白浜駅下車、タクシー約
10分。または、南紀白浜空港よりタクシ 約7分。

長野県北佐久郡軽井沢町長倉4339
TEL.D267-46-661 1 

.客室数 ホテル棟76室 (174名収容)
別在棟8棟 (76名収容)

・客室/洋室(2名用)和室(2-3名用)
和洋室(5名周)別荘棟 (8.10名用)
特別室(2-5名用)・li臼2食1寸料金
1名様 14.400円-(洋食)

※zzt誌記長ttr15!三号です。 図幾重3固四国

定員8.10名 46.000円 .，.司
お食事<1名様〉は、 o.u 
夕食8.090円-(洋食)、朝食1.750円

・3<:通/長野新幹線軽井沢駅下車、タクシー約15分.または、し芯の鉄道中軽
井沢駅下車、タクシー約5分.

-客室勤 248室(496名収容)

・ルームチャージ ※宿泊税別

ツインルーム 13.250円 ~

(1名様利用 12.100円-)

・1泊朝食付プラン 1名様

zrjJ九百宏2Z3泊は除外 国国包囲国 図

目となります。

※宿泊税を別途申し受けます。

.交通IJ円東海道新幹線品川駅(高輪口)より徒歩約10分。または、京浜急行北
品川駅より徒歩約3分.または.りんかい線天王洲アイル駅よりタクシ 約5分.

長野県北安墨郡白馬村北城2937
TEL.0261-72-351 1 

・客室数/45室(188名収容)

・客室/洋室(2名用)和洋室(3-44-
5名用)

・1治2食付料金

1名様 10.400円-(洋食和洋食)
・1;自朝食付料金

1名様 5.800円-(年末年始を除く) 国 国鶴鶴田 園

紀宿泊はお食事付料金にて承ります。 圏 四 国 図

.交通IJR大糸線白馬車R下車、タクシ約10分。または、長野新幹線長野駅よ
り路線パスにて約60分白馬駅下車.タクシ 約10分。

滋賀県守山市今芦(IBJ十軒家2876
TEL.077・585-3811 0120-585-660 

・客室惣/272室(882名収容)
・客室f洋室(2.3.4名用)ー和室(3.4名用)
特別室(2-4名用)

・ルームチャージ 2名用 8.100円~
.お食事 <1名様〉
夕食 3.470円~

朝食(携清和食フランス料理) 鶏 国包囲図鏑

・12pi?習志o円~ 震遺産襲警番目囚日目
(洋食中華和食フランス料理 .，.司

・交通/京都駅より湖西線にて堅田駅下車、送迎パス約10分。 ‘“ 
または、東海道本線ー守山駅下車、路線パス約35分.

大阪市淀川区吉原1・2・70

TEL.06-6350-4441 (予約)

・客室数/332室(664名収容)

・ルームチャージ

ツインルーム 12.700円~

(1名様利用 10.350円-)

・行自朝食付プラン 1名様

1室1名様利用 12.050円 ~

2名様利用 8.050円 ~
襲警 四 国

-交通IJR東海道山陽新幹線新大阪駅(西口)、地下鉄御堂筋線新大阪駅(1番
出口)より右へ徒歩約1分。

ラフォーレ修善寺Sカ ン ト リ ー ク ラ ブ

・ 18ホール/)¥-72/6.20 1ヤード ・プレイ料金/平日 10.000内
土・臼祝B15.000円※キヤデイ付eセルフプレイは2.000円引。

ラフォーレ白河コルフコース{※冬季クローズあり)

・ 18ホール/パー72/6.794ヤード ・プレイ料金/平日 5.780円
臼祝日 8.400fIl土曜日 8.900円 ※セルフプレイ。

ラフォーレS松尾コJIIフ倶察部(特別鍵鰐コルフ措置)

・ 18ホール/)¥-72/6.561ヤード ・プレイ料金/平日 11.350円~
土 日ー祝B16.500円~ ※キヤデイ付。

※その他、全国各地に提燐ホテル、提携ゴルフ場をはじめ、海外提携ホテル、フ
イYトネスクラブ英会話、レンタカー 引越など暮らしをバックアップする提携
サ ピスがあります。詳しくはラフォーレホームページをと覧ください。

・ラフォーレホームページ http:グwww.laforet.co.jp
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法人会会員企業の皆様のための福利厚生施設
ーーででー=三アτ一ー且 4砂ラフォーレ予 約センターヘ電 話 予 約 の 際 に は、 まず下記

法人会では会員企業の皆様の福利厚生にお役立てい
ただくため、ラフォーレ倶楽部へ加入しています。目
的やプランにあったラフォーレをお選びください0

・利用対象者
法 人 会会員企 業 およびそ の企業 の役員 ・従業員 とその家族0

・利用手続き
①受 付…利用日の 4か月前の 11:11)'ら。 1E1が土・日・祝日

の場合 、翌平日から。 (シティホテル、ラフォーレ&松尾 ゴルフ

倶楽部は2か月前の 1日から) ※トッフ。シーズンは別途

② 予約方法…ラフォーレ予約センター 〈東京>TEL.03-5511・5489

(平日9:00~17:30 土・日・祝日9:00~17:00※ゴールデンウィーク・年末年始は休み)
・インターネット予 約 h ttp :jjwww.laforet.co.jp/to horen/ 
※シティホテル (東京 ・新大阪)のご予約は直接ホテルへお電話くださいの
※キャンセル料発生日時以降のキャンセル等については、キャンセル料が

かかります。詳しくはラフォーレ予約センターへお問合せください。

静岡県伊豆市大平1529
TEL.0558-72-331 1 0120-350-107 

・客室数/296室 (1.606名収容)
・客室Z洋室 (2名用) 和室 (4.6名用)
和洋室(4名用)デラックス (23名用)
コテージ(2-12名周)

・ルームチャージ
2名用 9.200円~
(コテージは6.900円-)

・お食事 <1名様〉
夕食 3.470円-(洋食和食)
朝食 1.750円

.15白2食:f株ヰ金(ホテル棟センターハウスのみ)
1名様 10.400円-(洋食ー和食)

図園図圏園園
鶴図圏四国困

・交iBl乃若海道新幹線三島駅より伊豆穂板鉄道に乗り換え修善寺駅下車、送迎パス約25分。

-E堕盈置TIj[UJ $. Jr1iiI駅.計量・
神奈川県足柄下郡箱根町強羅1320
TEL.0460・82-2121

.客室数/34室 (134名収容)

・客室/洋室(2.3-4名用)和洋室(5名用)

和室(8名用)

・ルームチャージ

2名用 8.100円~

・お食事<1名様〉

夕食 4.040円-(洋食)

朝食 1.750円

図機管警鶴固因

・1泊2食付料金 1名様 12.700円-(洋食)
日目

-交通/東海道新幹線または小田急線小田原駅より箱根登山鉄道に乗り換え強
羅駅下車。強羅駅よりケーブルカーに乗り換え中強融R(右手)下車、徒歩約5分。

静岡県伊東市猪戸2-3-1

TEL.0557-37-3133 

.客室数/84室 (360名収容)

.客事保日室(2-3名用)和洋室(4-5名用)

.1)白2食付料金

1名犠 10.400円-(和食)

-:21食3Z円-(年末年始を除く) 図鶴銭銭関図
※ご宿泊はお食事付料金にて承ります。 四国圏

.交通/東海道新幹線熱海駅より伊東線に乗り換え伊東駅下車.徒歩約8分。
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の 会員番 号 ・会員名を告 げ、企業名 ・利用される方

の お名 前、 ご連絡先等 を申し出てください。

会員番号 120052-45 
会員名 1 (社)東京法人会連合会

※利則予約の可否はその:IJ.)Jで確認されます。?包括予約のみで、利用

申込岱等の提出は不安で、す。利用主g絡訟は発行いたしません。なお、

利用当日、フロントで企業名を縦認いたしますので、健康保険証等企

業名を明らかにできるものをご持参ください。

肯和室利用の場合、布団のセットはセルフサービスと芯ります。

肯お食事料金(夕食 朝食)、 1泊 2食付料金は大人の場合。お子様

のお食事料金は、夕食 1.160円(幼児向き) • 2，310円(小学生以

下向き)、朝食800円 (4才~小学生)、 1泊 2食付お子様料金は

7，100円-(小学生以下向き)。期間によって異なりますので、詳し

くはラフォーレ予約センター、ホームペ ジ、または小冊子「ラフォ

ーレインフォメーションJ(無料)でご確認ください。

・ル ムチャージは税サ込、入湯税別。 ・お食事は税サ込。 ・1)白2食

付/1泊朝食付/ビジネスプラン各料金は税サ込、入湯税別。

山梨県南都留郡山中湖村平野1256・1
TEL.0555-65-961 1 

.客室数ハ 04室 (420名収容)
・客室/九洋室(2.3-4名用)和室(4.6名用)

和洋室(4名用)
・ルームチャージ
2名用 8.100円~

・お食事 <1名様〉

〈平成 19年4月現在〉

夕食 6.930円-(洋食ー和食和洋食 四 世 噛酎圃

朝食 1，750円 図襲撃圏関車護軍軍
・!君主食管究o円-(洋食融和j鴇)関図圏四国図
.交通/中央本線大月駅より富士急行線に乗り換え富士吉田駅下車。富士吉田駅
より路線パスにて約25分、山中湖(旭日丘)下車。または新宿より中央高速パス
にて約135分、山中湖タ ミナル(旭日fi)下車.旭日丘より送迎パス約15分。

栃木県那須郡那須町湯本206-959

TEL.0287-76-181 1 

・客室数/120室 (472名収容)

・客室/洋室(2'3名周)和室 (4名用)

和洋室(4名用)コテジ(6-7名用)

・ルームチャージ

2名用 8， 100円~ロテージは24，300円~)

・7FJEfA~(洋食和食) 図識さき園鶴鶴
朝食 1，750円 困圏図司図

・15自2食付料金〈ホテル棟のみ〉

1名綴 10.400円-(洋食和食)

.交通/東北新幹線・那須梅原駅下車‘送迎パス約40分。

福島原西白河郡泉崎村大字太田川字大高向1
TEL.0248-53-3456 

.客室数/48室 (96名収容)<ロッジ〉

・客室/洋室 (2名用)和室 (2名用)

・ルームチャージ

2名用 5，800円

・お食事<1名様>(要予約)

夕食 3.470円-(和定食焼肉) 図固因四日目
朝食 1.150円

※冬季クローズと芯ります。

.交通/東北新幹線新白河駅下車、送迎パス(要予約)約20分。



ICカードリーダーを
法人会会員向けに
特別価格で提供します

国税電子申告・納税システム (e-Tax)の普及推進

の施策として、ICカ ドリーダーの斡旋販売を致します。

， 術 W点者時制約海 部開撃滋. 附制約鐙

インヲーフェース・ USBVer.1.1準拠

対応OS: Windows 98SE/ Me/ 2000/ XP 

耐久性 ICカード掃抜100，000罰

き電話事:PCから供給されるのでコンセント不要(DC5V土5%200mA 畿大)

適応ICカード:ISO 7816に準拠した“T=O“、 "T=l"

カード電圧 :DC3V /5V 

Eサイズ:W68mmxL78mm0J-l16.5mm (ケーブルを除く)

重量:約80g(霊量にはケーブルを含む)

価格 2，000円(税込み・送料別)

(株)日立製作所

fHX-520UJ.JJ 
この製品は、USB接続による接触型ICカード用リー

ダ・ライターです。お使いのPCに簡単に接続でき、IC

カードの基本インフラを提供します。

業務利用はもとより、インターネットショッピング、ネット

バンキング、個人E君言正などの様;々なICカードアプリケー

ションに対応しています。

ご購入をご希望される方は町団法人会事務局ま

でお申込ください。数に限りがありますので、在庫

が無くなり次第販売を終了いたします。
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発行人・制町田法人 会会 長八 木要 編集人・岡町田法人会広報委員会
東京都町田市森野1丁目9番20号 第二矢沢ビル4階 TEL:042(726)2453 FAX: 042(724)5853 

町団法人会ホームページ h口p://www.hojinkai-machida.or.jp
Eメール o仔icial@hojinkai-machida.or.jp

東法連・都内法人会の会員専用ベージ ユ ザ ー名;tohoren Hスワード;0771 

*本紙掲載の記事、写真の無断掲載を禁じます。*法人名、法人所在地、代表者名、資本金などに変更がありましたら、お手数ですが町団法人会事務局までお知らせください。
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1時固まで、無料。 お気軽にどうぞ11

l申し込み方法

(1) (社)東京法人会連合会事業課あて電話で申し込んでくだ

さPo

TEL: 03-3357-0771 (土日・祝日を除く午前911寺一午後4時)

(2)その際、 ①所属法人会名②法人名③相談者名 ④連絡

先電話番号をお知 らせください。

(3)申し込み状況によってはお断りする場合もあります。

(4)申し込み後、別途、 下記槌当法律事務所あて電話のうえ

相談 日H奇等を打ち合わせてください。その際、必ず「東

京法人会連合会の法律相談」 利用の旨を告げてくださ い。

(5)相談 日H寺は毎週月曜日から金|限日ま で(祝日は除く)の

午前 1011寺-11時および午後 211寺・311寺-411寺です。

2利用できる方

都内各法人会の会員企業および経営者等。(同一人の相談は

月1回に限らせていただきます。)

3相談内容

法律全般。(相続等会社業務以外の相談も可。)

4担当法律事務所

羽野島法律事務所 羽野島俗二弁護士他3名

港区西新橋 1丁目 20番3号 虎ノ 門法曹ビル501号

TEL : 03-3592-0541 FAX: 03-3592-0543 TEL: 03-3357 -0771 (祉)東京法人会連合会Oお問い合わせ先
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法人会は会主l経営の効率化のために

e-Taxの普及を支援しています。

ゐ法人会

ヘルプデスヲ ーコタゼイ

TEL 0 5 7 0 -0 1 5 9 0 1 
ヘルプデスクでもご利用にあたって

の手続きや日一Taxソフトなどに関する

ご質問にお答えしています。全国どこか

らでも市内通話料金でご利用に芯れます。

re-TaxJ *ームベージ

http://www.e-tax.nta.go.jp 
「巴ーT白xJホ ムページで、システムの

概要やご利用に当たっての手続きなど

についてお答えします。



電PZ132t委新発見@

500mの桜のトンネル

鳥居から桜がお出迎え 住宅街の中に咲く桜

d6<切
ず、

花桃とピンクの
八重桜が印象的

春の草花も

楽しめます


